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本
書
は
岡
田
莊
司
の
古
代
祭
祀
研
究
を
集
大
成
し
た
一
書
だ
。
わ
れ
わ

れ
は
序
章
（
付
論
）、
終
章
を
は
さ
ん
だ
第
一
部
「
古
代
神
祇
祭
祀
の
基

本
体
系
」、
第
二
部
「
杵
築
大
社
と
宇
佐
八
幡
、
祭
祀
制
の
展
開
」
の
二

部
全
一
四
章
で
構
成
さ
れ
た
本
書
に
よ
っ
て
、
岡
田
祭
祀
学
の
達
成
と
全

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
岡
田
莊
司
」
と
い
え
ば
、
平
成
度
の
大
嘗
祭
に
際
し
て
、

定
説
と
し
て
流
布
し
て
い
た
折
口
信
夫
の
大
嘗
祭
論
・
天
皇
霊
論
を
、
史

料
的
な
根
拠
の
な
い
「
虚
妄
の
説
」
と
全
面
的
に
批
判
し
た
学
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
成
果
は
二
〇
一
九
年
刊
行
の
『
大
嘗
祭
と
古
代

の
祭
祀
』（
一
九
九
〇
年
刊
行
『
大
嘗
の
祭
り
』
の
増
補
版
）
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
本
書
に
も
、
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
議
論
は
不
可
欠

だ
（
第
一
部
第
六
章
な
ど
）。
し
か
し
岡
田
祭
祀
学
の
肝
要
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
岡
田
は
一
九
九
四
年
刊
行
の
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭

祀
』
で
、
自
ら
の
研
究
姿
勢
、
方
法
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
従

来
の
隔
離
さ
れ
た
特
殊
史
と
し
て
の
狭
義
の
神
道
史
で
は
な
く
、
国
家
史

の
展
開
の
中
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
広
義
の
神
道
史
を
論
じ
る
こ
と
で
あ

る
」（
２
５
０
頁
）。
す
な
わ
ち
神
道
史
・
祭
祀
史
研
究
は
、
国
家
史
研
究

と
不
可
分
に
あ
る
と
い
う
方
法
的
認
識
で
あ
る
。そ
れ
は
岡
田
祭
祀
学（
神

道
史
研
究
）
が
、
国
家
史
を
め
ぐ
る
戦
後
歴
史
学
（
古
典
的
マ
ル
ク
ス
主

義
史
学
）
の
動
向
と
つ
ね
に
向
き
合
い
、
格
闘
す
る
こ
と
で
構
築
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

端
的
に
そ
れ
を
示
す
の
が
、
六
〇
年
～
七
〇
年
代
の
古
代
祭
祀
史
研
究

を
牽
引
し
た
岡
田
精
司
に
た
い
す
る
批
判
的
検
証
で
あ
る
。
本
書
の
基
調

と
な
る
第
一
部
第
一
章
「
古
代
の
神
祇
祭
祀
体
系
」
に
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。天

皇
が
直
接
の
祭
祀
を
執
り
行
え
た
の
は
、
皇
祖
天
照
大
神
一
神
の

み
で
、
そ
れ
以
外
の
神
々
に
対
し
て
は
、
地
域
・
氏
族
に
よ
る
個
別

祭
祀
権
は
残
り
つ
づ
け
、
天
皇
は
間
接
的
に
関
与
す
る
の
み
で
あ
っ

た
。（
中
略
）
古
代
の
律
令
国
家
は
令
制
以
前
の
氏
族
制
と
七
世
紀

後
半
以
後
の
律
令
制
と
が
共
存
し
た
二
元
的
体
制
が
維
持
さ
れ
て

〔
書
評
〕

岡
田
莊
司
著

『
古
代
天
皇
と
神
祇
の
祭
祀
体
系
』斎

藤
英
喜
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い
っ
た
が
、
天
皇
統
治
の
国
家
体
制
で
あ
る
祭
祀
制
に
お
い
て
も
、

地
方
・
地
域
祭
祀
権
と
天
皇
祭
祀
権
と
は
二
重
構
造
に
あ
り
、
旧
体

制
を
温
存
し
緩
や
か
な
包
括
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
天
皇
祭
祀
に
よ

る
天
下
統
治
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
24
～
25
頁
）

　

こ
こ
に
論
述
さ
れ
た
「
地
方
・
地
域
祭
祀
権
と
天
皇
祭
祀
権
と
は
二
重

構
造
に
あ
り
…
」
と
い
う
視
点
は
、
岡
田
精
司
の
「
宗
教
統
制
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
論
」（
11
頁
）、
す
な
わ
ち
律
令
国
家
の
成
立
に
よ
っ
て
地
方
豪
族
に

よ
る
人
民
支
配
は
否
定
さ
れ
、
地
方
の
神
々
の
祭
祀
権
は
す
べ
て
最
高
司

祭
者
た
る
天
皇
に
集
中
・
独
占
さ
れ
た
と
い
う
学
説
へ
の
批
判
か
ら
導
か

れ
た
の
で
あ
る
。戦
後
歴
史
学
が
戦
前
の
講
座
派
理
論
か
ら
継
承
し
た「
絶

対
主
義
的
天
皇
制
・
専
制
君
主
論
」
へ
の
批
判
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ

は
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
夜
刀
神
伝
承
が
語
る
箭
括
麻
多
智
に
よ
る
地
域

神
祭
祀
と
天
皇
祭
祀
権
の
代
行
者
・
壬
生
連
麿
と
の
二
重
構
造
、
あ
る
い

は
『
記
』『
紀
』
三
輪
山
祭
祀
伝
承
に
お
け
る
大
田
田
根
子
の
神
主
選
定

か
ら
、「
天
皇
直
接
の
祭
祀
（
親
祭
）
は
認
め
ら
れ
ず
、
地
域
・
氏
族
祭

祀
に
介
入
で
き
な
い
原
則
」（
25
頁
）
が
確
立
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
古

代
資
料
の
あ
ら
た
な
読
み
解
き
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
視
点
は
古
代
に
の
み
留
ま
ら
な
い
。「
地
方
・
地
域
祭
祀
権
と
天

皇
祭
祀
権
の
二
重
構
造
」
の
議
論
は
、
諸
国
に
お
け
る
天
皇
祭
祀
権
の
代

行
と
し
て
の
「
国
司
祭
祀
」、
東
国
に
お
け
る
「
鎌
倉
殿
将
軍
祭
祀
」、
近

世
の
幕
府
の
将
軍
祭
祀
も
「
天
皇
祭
祀
権
の
一
部
委
託
」
に
ほ
か
な
ら
な

い
こ
と
、
そ
し
て
祭
祀
権
が
完
全
に
天
皇
に
一
元
化
さ
れ
る
の
は
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
「
神
社
は
国
家
の
宗
祀
」
と
さ
れ
た
以
降
（
25
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
列
島
社
会
を
貫
く
国
家
史
と
不
可
分
に
あ
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
。
こ
こ
に
「
国
家
史
の
展
開
の
中
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
」

岡
田
祭
祀
学
の
方
法
的
立
ち
位
置
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　

次
に
注
目
す
べ
き
は
、
神
道
史
・
祭
祀
史
と
国
家
史
と
を
繋
ぐ
「
祟
り

神
」
へ
の
視
点
で
あ
る
。
天
皇
の
身
体
の
災
厄
を
占
う
「
御
体
御
卜
」
儀

礼
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、
伊
勢
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
筆
頭
に
諸
国
の

神
々
が
天
皇
に
祟
る
と
い
う
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
「
天
皇

と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
」（
第
一
部
第
四
章
）
が
導
か
れ
る
。

卜
占
は
国
家
神
的
性
格
の
神
々
を
は
じ
め
、
地
方
・
地
域
の
神
々
に

至
る
ま
で
、
祟
り
の
原
因
を
特
定
で
き
る
機
能
を
も
っ
た
。
こ
の
も

と
で
、
神
々
と
天
皇
と
神
職
と
の
間
は
、
直
接
・
循
環
し
た
緊
張
関

係
が
維
持
さ
れ
た
。
諸
国
の
神
祇
が
直
接
天
皇
へ
祟
る
と
い
う
事
態

は
、
国
ご
と
に
国
司
委
任
の
国
内
祭
祀
体
制
が
形
成
さ
れ
る
契
機
と

な
り
、
地
方
の
国
司
へ
対
し
て
神
祇
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
こ

と
が
要
請
さ
れ
。
神
社
の
修
造
、
神
職
の
管
理
が
進
め
ら
れ
た
。



國學院雑誌　第 124 巻第１号（2023年） ─ 24 ─

（
１
３
８
頁
）

　

そ
し
て
神
の
祟
り
を
機
軸
と
し
た「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
」

論
の
構
築
に
よ
っ
て
、
天
長
・
承
和
年
間
（
八
二
四
～
八
四
七
）
に
お
け

る
祭
祀
制
の
変
容
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
六
）
以
降
の
宮
廷
内
の

神
祇
優
勢
の
風
潮
、あ
る
い
は
宇
多
天
皇
の
毎
朝
神
拝
制
、大
神
宝
使
制
、

神
社
臨
時
祭
な
ど
「
平
安
祭
祀
性
の
諸
制
度
の
骨
格
」
の
確
立
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
部
「
杵
築
大
社
と
宇
佐
八
幡
宮
、
祭

祀
制
の
展
開
」
の
所
論
で
具
体
的
に
追
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
、
岡
田
の
祭
祀
史
研
究
が
「
祟
り
」
と
い
う
神

信
仰
を
起
点
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
見
過
ご
せ
な
い
。「
祟
り
」

と
い
え
ば
、
一
般
に
災
厄
や
怨
霊
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
す
で

に
折
口
信
夫
が
災
厄
・
咎
め
の
意
味
は
後
世
的
な
も
の
で
、タ
タ
リ
の「
最

古
い
意
義
は
、
神
意
が
現
れ
る
と
言
ふ
と
こ
ろ
」（「「
ほ
」・「
う
ら
」
か

ら
「
ほ
が
ひ
」
へ
」
新
全
集
４
）
と
論
じ
て
い
た
。
そ
し
て
「
御
体
御
卜
」

儀
礼
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
国
の
神
々
の
祟
り
を
そ
の
「
御
体
」
に

受
け
る
天
皇
と
は
、
顕
現
し
て
く
る
神
意
を
身
体
に
受
感
す
る
特
別
な
存

在
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。「
天
皇
玉
体
の
聖
性
化
」
も
ま
た
、
弘
仁
・
天
長

年
間
に
強
化
さ
れ
る
（
２
５
５
頁
）。「
国
家
史
」
と
不
可
分
な
祭
祀
史
の

展
開
は
、「
祟
り
」
と
い
う
信
仰
の
内
在
的
世
界
と
密
接
に
あ
っ
た
こ
と

が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
天
皇
自
ら
が
祭
祀
者
と
な
る
新
嘗
祭
、
さ
ら
に
大
嘗
祭
論
へ
目

を
向
け
よ
う
（
第
一
部
第
六
章
「
大
嘗
祭
」）。
岡
田
は
前
著
『
大
嘗
祭
と

古
代
の
祭
祀
』
で
、
新
嘗
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
戦
後
歴
史
学
の
セ
オ
リ
ー

と
な
っ
た
岡
田
精
司
の
「
ニ
ヒ
ナ
メ
＝
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
」（
服
属
儀
礼
論
）

を
全
面
的
に
批
判
し
た
。
律
令
以
前
の
「
新
嘗
」
で
は
、
大
王
家
の
直
轄

領
（
倭
の
屯
田
）
か
ら
収
穫
さ
れ
た
稲
・
粟
が
神
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
を

実
証
し
、
そ
こ
に
は
地
方
豪
族
の
「
服
属
儀
礼
」
と
し
て
の
性
格
は
な
い

こ
と
、
そ
し
て
天
武
・
持
統
朝
以
降
の
律
令
制
国
家
の
成
立
と
対
応
し
た

即
位
大
嘗
祭
は
、「
王
権
基
礎
の
領
域
で
あ
る
畿
内
を
出
て
、
畿
外
の
神

郡
編
成
と
同
意
の
臨
時
・
斎
田
を
設
定
」
す
る
こ
と
で
「
天
皇
の
統
治
と

国
家
の
領
域
支
配
」（
１
７
５
頁
）
を
象
徴
化
す
る
儀
礼
へ
と
編
成
さ
れ

た
こ
と
を
明
か
に
す
る
。

　

そ
こ
で
岡
田
が
注
目
す
る
の
は
、
大
嘗
祭
の
中
心
儀
礼
「
天
皇
の
所
作

で
あ
る
神
饌
供
進
」
で
あ
る
。
天
皇
自
ら
が
御
箸
で
御
前
の
「
御
食
薦
」

に
置
か
れ
た
御
飯
を
枚
手
（
皿
）
に
盛
り
、
こ
れ
を
陪
膳
の
采
女
に
手
渡

し
、
神
座
で
あ
る
「
神
食
薦
」
に
並
べ
て
い
く
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
「
陪

膳
の
采
女
」
で
あ
る
。
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
中
心
的
神
事
に
携
わ
る
の

が
神
祇
官
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
天
皇
の
日
常
の
食
事
を
掌
る
「
内
膳

司
」
と
い
う
内
廷
組
織
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
こ
か
ら
次
の
こ
と
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が
指
摘
さ
れ
る
。

日
常
の
天
皇
食
膳
の
供
御
と
大
嘗
祭
の
祭
祀
奉
仕
役
と
は
、
連
動
し

て
お
り
、
祭
祀
の
中
心
的
役
割
で
あ
る
神
饌
供
進
は
、
古
く
か
ら
の

天
皇
内
廷
の
組
織
が
関
与
し
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
職
員
構
成
か
ら

も
、
よ
く
理
解
で
き
る
。（
１
７
６
頁
）。

　

こ
う
し
た
大
嘗
祭
の
中
心
神
事
の
在
り
方
は
、
古
代
の
国
家
機
構
と
不

可
分
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
天
皇
直
轄
の
内
廷
的
な
家
政
的
組
織
を
基
礎

に
し
つ
つ
、
外
廷
的
な
官
僚
組
織
が
付
加
さ
れ
る
構
造
を
も
つ
国
家
機
構

で
あ
る
。
律
令
制
の
な
か
に
古
い
氏
族
制
が
温
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
二

重
構
造
だ
。
そ
こ
か
ら
律
令
制
国
家
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
成
立
し
た
即

位
大
嘗
祭
は
、
律
令
官
人
に
よ
る
国
家
的
行
事
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
、

そ
の
中
心
に
内
廷
組
織
に
よ
る
天
皇
親
祭
と
い
っ
た
伝
統
的
祭
祀
を
「
温

存
」
し
た
二
重
構
造
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
こ
か
ら
次
の
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
大
嘗
祭
の
中
心
神
事
が

内
膳
司
な
ど
の
内
廷
組
織
で
運
営
さ
れ
る
と
き
、
膳
部
や
采
女
た
ち
に

と
っ
て
、
天
皇
の
日
常
の
食
膳
奉
仕
と
大
嘗
祭
の
神
事
の
奉
仕
は
「
連
動
」

し
て
い
た
こ
と
、つ
ま
り
彼
ら
に
と
っ
て
の
天
皇
は
、祭
祀
の
対
象
の「
神
」

で
も
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
折
口
信
夫
が
「
大
嘗
祭
に
於
け

る
神
と
人
と
の
境
は
、
間
一
髪
を
容
れ
な
い
程
…
」（「
髯
籠
の
話
」
新
全

集
２
）
と
述
べ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
も
通
底
し
よ
う
か
。

　

以
上
、
本
書
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
岡
田
莊
司
の
古
代
祭
祀
研
究
の
一

端
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
国
家
史
の
展
開
の
中
に
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
広
義
の
神
道
史
」
と
い
う
方
法
の
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
と
り
わ
け
内
廷
祭
祀
・
外
廷
祭
祀
の
議
論
は
、
古
代
史
研
究
に
お
け

る
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』（
一
九
七
一
）、
井
上
光
貞
『
日
本
古

代
思
想
史
の
研
究
』（
一
九
八
二
）、
さ
ら
に
近
年
の
古
尾
谷
知
浩
『
律
令

国
家
と
天
皇
家
産
機
構
』（
一
九
九
〇
）
な
ど
の
「
国
家
史
」
の
研
究
動

向
と
密
接
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
岡
田
祭
祀
学
が
提
示
し
た
「
地
方
・
地
域
祭

祀
権
と
天
皇
祭
祀
権
と
の
二
重
構
造
」
の
議
論
は
、
戦
後
思
想
界
の
巨
人

と
さ
れ
た
吉
本
隆
明
の
「
ア
ジ
ア
的
支
配
」
の
理
論
的
解
明
、
す
な
わ
ち

「
ア
ジ
ア
的
共
同
体
に
お
い
て
は
、
支
配
共
同
体
は
被
支
配
共
同
体
の
内

部
に
対
し
て
は
、で
き
る
だ
け
手
を
つ
け
な
い
こ
と
が
大
き
な
特
徴
」（『
ア

ジ
ア
的
と
い
う
こ
と
』）、
と
い
う
見
解
と
共
振
し
て
い
く
こ
と
も
見
え
て

く
る
。
そ
こ
に
は
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た
学
知
史
の
視
野
が
広

が
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
「
国
家
史
」
の
研
究
・
思
想
動
向
と
と
も
に
、「
天
皇
と
神
々

の
循
環
型
祭
祀
体
系
」
の
理
論
が
、「
祟
り
神
」
と
い
う
神
信
仰
の
内
実



國學院雑誌　第 124 巻第１号（2023年） ─ 26 ─

か
ら
導
か
れ
た
こ
と
は
重
要
だ
。
岡
田
が
「
宗
教
統
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
」

か
ら
は
踏
み
込
む
こ
と
の
で
き
な
い「
中
世
神
道
」の
世
界
へ
と
分
け
入
っ

た
こ
と
と
、
そ
れ
は
連
動
す
る
（
本
書
に
続
い
て
、
中
世
神
道
関
係
の
単

著
が
刊
行
さ
れ
る
予
定
と
仄
聞
す
る
）。
さ
ら
に
「
祟
り
神
」
と
い
う
宗

教
的
情
動
へ
の
着
目
は
、
二
〇
一
一
年
の
「
東
日
本
大
震
災
」、

二
〇
二
〇
年
か
ら
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い

う
、
わ
れ
わ
れ
が
体
験
す
る
危
機
の
時
空
と
密
接
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
本

書
が
、文
字
ど
お
り「
神
道
」の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
問
う
一
書
で
あ
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
紙
数
も
尽
き
て
い
る
の
だ
が
、
最
後
に
一
言
、
触
れ
て

お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
岡
田
莊
司
は
平
成
度
の
大
嘗
祭
に
際
し
て
、
当

時
通
説
と
な
っ
た
折
口
信
夫
批
判
を
く
り
広
げ
、
孤
軍
奮
闘
し
た
存
在
で

あ
っ
た
が
、
第
一
部
第
六
章
の
最
後
に
「
半
世
紀
近
い
、
わ
た
し
の
大
嘗

祭
論
を
考
え
た
と
き
、
も
う
一
度
折
口
信
夫
大
嘗
祭
論
に
戻
っ
て
き
て
し

ま
う
」（
１
９
２
頁
）
と
い
う
衝
撃
的
な
「
告
白
」
を
し
て
い
た
。
折
口

信
夫
は
、
中
世
公
家
社
会
の
記
録
か
ら
昭
和
三
年
の
新
聞
に
ま
で
公
開
さ

れ
た
「
神
饌
供
進
の
作
法
」
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
な

ぜ
そ
れ
を「
一
蹴
」し
て
、「
天
皇
霊
」に
よ
る
受
霊
論
、即
神
論
に
む
か
っ

た
の
か
。
し
か
し
「
ま
だ
回
答
は
闇
の
な
か
に
あ
る
。
…
」
と

─
。
お

そ
ら
く
本
書
を
上
梓
し
た
あ
と
、
岡
田
莊
司
は
そ
の
答
え
を
求
め
て
「
闇

の
な
か
」
に
分
け
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
「
闇

の
な
か
」
の
探
索
は
、
達
成
さ
れ
た
本
書
を
引
き
継
ぐ
、
わ
れ
わ
れ
自
身

の
課
題
で
も
あ
る
。

　
（
Ａ
５
判
、
三
五
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
一
月
発
行
、
定

価
九
五
〇
〇
円
＋
税
）


